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(57)【要約】
【課題】前後に可動役物を設けるとともにそれらを移動
可能に支持するレール部を設けた場合に、それらを設置
するためのスペースを容易に確保できる遊技機を提供す
る。
【解決手段】第１可動役物２０５と、その後側において
第１可動役物２０５の移動方向と平行に移動可能に設け
られた第２可動役物２０６とを備え、第１可動役物２０
５と第２可動役物２０６との間に、第１可動役物２０５
と第２可動役物２０６の双方の位置を検出可能な検出部
２３０が設けられ、第２可動役物２０６を移動可能に支
持するガイドレール５５が設けられ、第１可動役物２０
５に、第２可動役物２０６側に向けて延出し、ガイドレ
ール５５に移動可能に支持される延出部２４１が設けら
れているので、前後に可動役物を設けるとともにそれら
を移動可能に支持するガイドレール５５を設けた場合に
、それらを設置するためのスペースを容易に確保できる
。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動可能に設けられた第１可動役物と、
　この第１可動役物の後側において前記第１可動役物の移動方向と平行に移動可能に設け
られた第２可動役物とを備えた遊技機において、
　前記第１可動役物と前記第２可動役物との間に、これら第１可動役物と第２可動役物の
双方の位置を検出可能な検出部が設けられ、
　前記第１可動役物と前記第２可動役物のいずれか一方の可動役物側に、当該可動役物を
移動可能に支持するレール部が設けられ、
　他方の前記可動部役物に、一方の前記可動役物側に向けて延出し、前記レール部に移動
可能に支持される延出部が設けられていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記検出部は、センサ基板と、
　このセンサ基板の一方の面に設けられて、前記第１可動役物の位置を検出する第１セン
サ部と、
　前記センサ基板の他方の面に設けられて、前記第２可動役物の位置を検出する第２セン
サ部とを備えていることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前後に配置されて平行に移動する可動役物を備えた遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコやスロットマシン等の遊技機においては、液晶表示装置や可動役物等によって
遊技の演出を行っている。
　可動役物によって演出を行っている遊技機の一例として特許文献１および特許文献に記
載のものが知られている。
　特許文献１に記載の遊技機は、左右に移動自在のシャッタ（可動役物）を上下左右に、
合計４枚有しており、これらシャッタの移動による開閉動作によって演出を行うようにな
っている。
　また、開状態の左右のシャッタ間にある開口部を挟んで、左右側にそれぞれ光センサ等
からなる検出部が設けられている。この検出部は上下のシャッタ間を跨ぐようにして配置
されており、左側の検出部によって左側の上下のシャッタの原点位置を検出し、右側の検
出部によって右側の上下のシャッタの原点位置を検出するようになっている。
【０００３】
　また、特許文献２に記載の遊技機は、第１の扉を開閉駆動する第１の扉開閉ユニットと
、第２の扉を開閉駆動する第２の扉開閉ユニットとを備え、第１の扉と第２の扉とがそれ
ぞれ磁石を備えるとともに、各磁石の間には単一の磁気センサが配置され、何れか一方の
扉が開放位置にあるときにだけ当該扉に設けた磁石を該磁気センサによって検知するよう
になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－８５７４１号公報
【特許文献２】特開２０１０－２４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、前記特許文献１に記載の遊技機では、合計４枚のシャッタ（可動役物）を上
下左右に備え、上下のシャッタの位置を１つの検出部によって検出しているが、前後にシ
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ャッタを設けた場合に、これらシャッタの位置を検出ことについては何ら記載されていな
い。
　また、前記特許文献２に記載の遊技機では、左右に配置された第１の扉（可動役物）と
第２扉（可動役物）との間に磁気センサ等の検出部を設け、何れか一方の扉が開放位置に
あるときにだけ当該扉に設けた磁石を該磁気センサによって検知するようにしているが、
前後にシャッタ等の可動役物を設けた場合に、これらシャッタの位置を検出ことについて
は何ら記載されていない。
【０００６】
　例えば、前後にシャッタ等の可動役物を配置する場合、前後の可動役物検出用の検出部
がそれぞれ必要となるため、前後のシャッタ間の距離を広くとる必要がある。また、前後
のシャッタ間の距離を広くとると、前後のシャッタを左右に移動自在に支持するレール幅
を広くとる必要がある。
　このように、前後に可動役物を配置する場合、前後の役物間の距離およびレール部の幅
が広くなってしまい、それらを設置するためのスペース確保が困難となる。
【０００７】
　本発明は、前記事情に鑑みてなされたもので、前後に可動役物を設けるとともにそれら
を移動可能に支持するレール部を設ける場合に、それらを設置するためのスペースを容易
に確保できる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するために、本発明の遊技機は、移動可能に設けられた第１可動役物と
、
　この第１可動役物の後側において前記第１可動役物の移動方向と平行に移動可能に設け
られた第２可動役物とを備えた遊技機において、
　前記第１可動役物と前記第２可動役物との間に、これら第１可動役物と第２可動役物の
双方の位置を検出可能な検出部が設けられ、
　前記第１可動役物と前記第２可動役物のいずれか一方の可動役物側に、当該可動役物を
移動可能に支持するレール部が設けられ、
　他方の前記可動部役物に、一方の前記可動役物側に向けて延出し、前記レール部に移動
可能に支持される延出部が設けられていることを特徴とする。
【０００９】
　本発明においては、第１可動役物と第２可動役物との間に、これら第１可動役物と第２
可動役物の双方の位置を検出可能な検出部が設けられているので、前後の可動役物検出用
の検出部をそれぞれ設ける場合に比して、前後の可動役物間の距離を広くとる必要がない
。また、他方の可動部役物に、一方の可動役物側に向けて延出し、レール部に移動可能に
支持される延出部が設けられているので、レール部の幅を広くとる必要がない。
　したがって、前後に可動役物を設けるとともにそれらを移動可能に支持するレール部を
設けた場合に、それらを設置するためのスペースを容易に確保できる。
【００１０】
　本発明の前記構成において、前記検出部は、センサ基板と、このセンサ基板の一方の面
に設けられて、前記第１可動役物の位置を検出する第１センサ部と、前記センサ基板の他
方の面に設けられて、前記第２可動役物の位置を検出する第２センサ部とを備えているこ
とが好ましい。
【００１１】
　このような構成によれば、第１センサ部および第２センサ部が１枚のセンサ基板に設け
られているので、センサ基板とセンサ部とからなる検出部を２枚使用する場合に比して、
検出部を薄く構成できとともに、２枚の検出部間の隙間も必要ない。したがって、前後の
可動役物間の距離をさらに狭めることができるとともに、レール部の幅もさらに狭くする
ことができるので、前後に可動役物を設けるとともにそれらを移動可能に支持するレール
部を設ける場合のスペースの確保がさらに容易となる。
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【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、前後に可動役物を設けるとともにそれらを移動可能に支持するレール
部を設けた場合に、それらを設置するためのスペースを容易に確保できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態に係る遊技機を示すもので、その正面図である。
【図２】同、遊技機の上扉を示す分解斜視図である。
【図３】同、遊技機の外枠からキャビネット上ユニットと可動役物ユニットを取り外した
状態を示す分解斜視図である。
【図４】同、遊技機の外枠の分解斜視図である。
【図５】同、遊技機の可動役物ユニットの分解斜視図である。
【図６】同、遊技機の可動役物ユニットの一部を切り欠いた斜視図である。
【図７】同、遊技機の可動役物ユニットの断面図である。
【図８】同、遊技機の検出部の斜視図である。
【図９】同、遊技機の検出部の一部を切り欠いた斜視図である。
【図１０】同、遊技機の要部を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。本実施の形態は本発明を
遊技機の一つであるスロットマシンに適用した場合を例にとって説明するが、本発明はス
ロットマシンに限ることなく、パチンコ等の遊技機に適用してもよい。
　ここで、図１はスロットマシンＭの正面図であり、このスロットマシンＭで遊技する遊
技者側から見たスロットマシンＭを示し、図１における左右が以下の説明における左右と
なり、スロットマシンＭから見て遊技者側が前で、その逆が後となり、以下の説明におけ
る前後となる。
【００１５】
　まず、発明が適用されるスロットマシンＭの概略構成について説明する。
　図１はスロットマシンＭを示す正面図である。このスロットマシンＭは、後側に筐体を
備えており、この筐体は、底板、左右の側板、天板および背板を備え、当該筐体の正面側
に開口する正面開口部を有する箱形に形成されている。なお、底板の上面には、各部品に
電力を供給するための電源装置（図示略）を内蔵した電源ユニット等が設けられている。
【００１６】
　また、前記筐体の左右の側板には、筐体の高さ方向略中央で水平となるように中板（図
示略）が設けられており、この中板によって筐体内は上下に分割されている。したがって
、筐体の前記正面開口部は、その上部を開口する開口上部とその下部を開口する開口下部
との２つに区画されている。
　筐体の正面には、筐体の正面開口部を開閉可能に閉塞する前扉３が設けられており、こ
の前扉３は、前記開口上部を開閉可能に閉塞する上扉３０と、前記開口下部を開閉可能に
閉塞する下扉４０とを備えている。
【００１７】
　前記筐体内には前記中板の上面に、交換ユニット（図示略）が着脱可能に設けられてい
る。この交換ユニットは枠体と、枠体に支持されたリールユニットと、枠体に固定された
基板ユニットとを備えている。
　リールユニットは、枠体に設けられた３個のステッピングモータと、各々のステッピン
グモータの出力軸に固定された３個の回転リールとを備えている。また、基板ユニットは
、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏ等の電子部品を備えた基板を、基板ケースに収納した
ものである。そして、基板ユニットは、スロットマシンＭの遊技を制御するための遊技制
御装置として機能する。
【００１８】
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　図２に示すように、前記上扉３０は、主として遊技機の外殻を構成する外枠（キャビネ
ットユニット）３０ｂに中枠（バリア上ユニット）３０ａを嵌め込んで構成されている。
　上扉３０にはその一方の縦方向の側縁部に上扉側蝶番（図示略）が設けられている。一
方、前記交換ユニットの枠体には枠体側蝶番（図示略）が設けられており、この枠体側蝶
番に前記上扉側蝶番を係合させることによって、上扉３０は、交換ユニットの枠体に回動
自在に取り付けられている。なお、上扉３０は、筐体の側板に取り付けるように形成して
もよい。
【００１９】
　また、上扉３０は、略中央部に回転リールの図柄を正面から見ることができる図柄表示
窓３１を備えている。図柄表示窓３１は、各回転リールの図柄が３個ずつ表示可能に形成
されている。
　図柄表示窓３１の上方には、中枠３０ａに設けられるとともに液晶表示装置で構成され
た画像表示部３４を正面から見ることができる画像表示窓３７が設けられている。この画
像表示部３４は、各当選役の図柄配列や遊技履歴等の情報の画像や、遊技の状態や当選役
の抽選結果を報知する画像等を表示するためのものである。また、上扉３０の下部の左右
には、種々のサウンドを出力するためのスピーカ３５，３５を覆うスピーカーカバー３６
，３６が設けられている。また図１に示すように、画像表示窓３７の上側には、報知など
を行うためのランプ３８が設けられている。
【００２０】
　図１に示すように、下扉４０は筐体１の開口下部を開閉可能に閉塞するための扉である
。下扉４０は、外枠４６に図示しない中枠を嵌め込んで構成されている。
　下扉４０の一方の縦方向の側縁部に下扉側蝶番（図示略）が設けられている。そして、
この下扉側蝶番を、前記筐体の一方の側板に設けられた筐体側蝶番（図示略）と係合させ
ることで、下扉４０は、筐体の一方の側板に回動自在に取り付けられている。また、上扉
３０の下端部には、下扉４０の前面より後方側で下扉４０の上端より下側に突出する係合
部が設けられ、下扉４０が閉じた状態で、上扉３０を開放することができない構造になっ
ている。
【００２１】
　また、下扉４０の上部には、図１に示すように、スロットマシンＭを操作するための操
作部５０が設けられている。操作部５０には、クレジットおよびベットされたメダルを払
い出すための精算スイッチ５２、ゲームを開始させるためのスタートスイッチ５３、回転
リールの回転を停止させるためのストップスイッチ５４が設けられている。
　また、下扉４０の上部右側には、メダルを投入するためのメダル投入口４２が設けられ
ている。また、下扉４０の下部には、スロットマシン内部よりメダルを排出するためのメ
ダル払い出し口４１と、メダル払い出し口４１から排出されたメダルを溜めておくための
メダル受け皿４３とが設けられている。また、操作部５０とメダル受け皿４３との間には
透明の前パネル４５が取り付けられている。
【００２２】
　次に、本発明に係る第１可動役物２０５と第２可動役物２０６とを有する可動役物ユニ
ット２００について説明する。
　図３に示すように、前記キャビネットユニット３０ｂは、キャビネットベース３２と、
このキャビネットベース３２の前面上部に取り付けられるキャビネット上ユニット３３と
を備えている。キャビネットベース３２の前面上部には、図４に示すように、可動役物ユ
ニット２００が取り付けられており、この可動役物ユニット２００を覆うようにして前記
キャビネット上ユニット３３（図３参照）がキャビネットベース３２の前面上部に取り付
けられるようになっている。
　また、キャビネットベース３２の上部には、図３に示すように、前記画像表示部３４の
前面を露出させるための矩形状の開口部３２ａが設けられており、この開口部３２ａの下
縁部に沿ってガイドレール（レール部）５５が設けられている。
【００２３】
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　前記可動役物ユニット２００は、図３～図５に示すように、取付フレーム２０１と、こ
の取付フレーム２０１に取り付けられた可動役物装置２０２とを備えている。
　取付フレーム２０１は、金属板によって形成されたものであり、図５に示すように、長
方形板状の上板２０１ａと、この上板２０１ａの長手方向に沿う縁部に上板２０１ａと一
体的にかつ下方に直角に設けられた長方形板状の背板２０１ｂと、前記上板２０１ａの短
手方向に沿う縁部に上板２０１ａと一体的にかつ下方直角に設けられた左右一対の側板２
０１ｃ，２０１ｃとを備えている。
【００２４】
　上板２０１ａには多数の貫通孔が形成されており、これによって軽量化が図られている
。また、上板２０１ａの長手方向に沿う縁部のうち、背板２０１ｂ側の縁部の長手方向略
中央部には、固定板２０１ｄが上板２０１ａの上面から突出して設けられている。この固
定板２０１ｄには孔が形成され、この孔にねじ等の止着材が挿通されるようになっている
。
　前記背板２０１ｂには多数の貫通孔が形成されており、これによって軽量化が図られて
いる。また、背板２０１ｂの左右両端部には、それぞれ固定板２０１ｅが上板２０１ａの
上面から突出して設けられている。この固定板２０１ｅには孔が形成され、この孔にねじ
等の止着材が挿通されるようになっている。
　前記側板２０１ｃの下端部には、固定板２０１ｆが側板２０１ｃから外側に突出して設
けられている。この固定板２０１ｆには孔が形成され、この孔にねじ等の止着材が挿通さ
れるようになっている。
【００２５】
　また、背板２０１ｂの上縁部には左右一対の係止部２０１ｇ，２０１ｇが上板２０１ａ
の上面から突出して設けられている。係止部２０１ｇは、取付フレーム２０１をキャビネ
ットベース３２の前面上部に仮固定する際に、当該キャビネットベース３２の上縁部に差
し込んで係止するためのものである。
【００２６】
　取付フレーム２０１をキャビネットベース３２に取り付ける場合、まず、取付フレーム
２０１の背板２０１ｂの上縁部に設けられた係止部２０１ｇをキャビネットベース３２の
上部に設けられた孔に斜め下方から挿入して係合したうえで、この係止した係止部を支点
として取付フレーム２０１をキャビネットベース３２に向けて回転させる。
　一方、キャビネットベース３２の前面側には、フック部が当該キャビネットベース３２
の前面から突出させて設けられている。フック部は左右一対あり、キャビネットベース３
２の左右の側板の内面側に設けられている。
【００２７】
　そして、係止部２０１ｇを支点して取付フレーム２０１をキャビネットベース３２に向
けて回転させて、当該取付フレーム２０１の側板２０１ｃに設けられている固定板２０１
ｆを前記フック部に引っ掛けて仮固定する。これによって、取付フレーム２０１がキャビ
ネットベース３２に仮固定される。また、取付フレーム２０１を仮固定する際に、後述す
る第１可動役物２０５および第２可動役物２０６のそれぞれの下端部のスライダ２４１ａ
，２４０ａ，２４０ｂをガイドレール５５の３つのガイド溝５５ａにそれぞれ当該ガイド
溝５５ａに沿って移動可能に挿入する。
【００２８】
　その後、仮固定された取付フレーム２０１をねじによってキャビネットベース３２に固
定する。
　この固定は、取付フレーム２０１に設けられている固定板２０１ｄ，２０１ｅ，２０１
ｆにそれぞれ形成された貫通孔にねじを挿通し、このねじをキャビネットベース３２の前
面側に設けられたねじ孔にねじ込むことによって行う。
【００２９】
　前記可動役物装置２０２は、図５に示すように、フレーム２０４と、このフレーム２０
４に取り付けられる左右一対の第１可動役物２０５，２０５と、フレーム２０４に取り付
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けられるとともに第１可動役物の後側に配置される左右一対の第２可動役物２０６，２０
６とを備えている。
　第１可動役物２０５は、印籠を二分割したものを模したものであり、略矩形板状に形成
されている。第１可動役物２０５はその上端部にホルダ２１０を有しており、このホルダ
２１０によって保持されている。
【００３０】
　第２可動役物２０６は前後一対の可動役物２０６Ａと可動役物２０６Ｂとによって構成
されている。可動役物２０６Ａ，２０６Ｂはそれぞれ障子を模したものであり、略矩形板
状に形成されている。可動役物２０６Ｂはその上端部にホルダ２１１を有しており、この
ホルダ２１１によって保持されている。
　また、可動役物２０６Ａ，２０６Ｂは連動するようになっている。つまり、ホルダ２１
１には突出片２１１ａが可動役物２０６Ａ側に向けて突出して形成され、この突出片２１
１ａが可動役物２０６Ａに形成されたスリット２１１ｂに挿通されることによって、可動
役物２０６Ａ，２０６Ｂが一体化されて、連動するようになっている。この突出片２１１
ａはスリット２１１ｂに挿通されることで、可動役物２０６Ａの前面から突出するように
なっている。
【００３１】
　前記フレーム２０４には、左右一対の無端状のベルト２１５，２１５が設けられており
、このベルト２１５の所定の位置に、第１可動役物２０５を保持しているホルダ２１０が
固定されている。そして、このベルト２１５が正逆方向に回転することによって、第１可
動役物２０５が左右に移動するようになっている。
　ベルト２１５は、フレーム２０４に設けられた駆動プーリ２１６と、ベース２１７に設
けられた図示しない従動プーリに巻き掛けられており、駆動プーリ２１６がステッピング
モータ２１８によって正逆方向に回転されることによって、正逆方向に回転するようにな
っている。
【００３２】
　また、フレーム２０４には、左右一対の無端状のベルト２２０，２２０がベルト２１５
，２１５の後側に、かつベルト２１５，２１５と平行に設けられており、このベルト２２
０の所定の位置に、第２可動役物２０６の可動役物２０６Ｂを保持しているホルダ２１１
が固定されている。そして、このベルト２２０が正逆方向に回転することによって、第２
可動役物２０６が左右に移動するようになっている。
　ベルト２２０は、フレーム２０４に設けられた駆動プーリ２２１と、ベース２２２に設
けられた図示しない従動プーリに巻き掛けられており、駆動プーリ２２１がステッピング
モータ２２３によってギヤを介して正逆方向に回転されることによって、正逆方向に回転
するようになっている。
【００３３】
　また、第１可動役物２０５と第２可動役物２０６との間には、これら第１可動役物２０
５と第２可動役物２０６の双方の位置を検出可能な検出部２３０が設けられている。
　すなわち、図６および図７に示すように、第１可動役物２０５の上端部のホルダ２１０
と、第２可動役物２０６の可動役物２０６Ｂの上端部のホルダ２１１との間には、検出部
２３０が設けられている。
【００３４】
　この検出部２３０は、図８および図９に示すように、センサ基板２３１と、このセンサ
基板２３１の一方の面に設けられて、第１可動役物２０５の位置を検出する第１センサ部
２３２と、センサ基板２３１の他方の面に設けられて、第２可動役物２０６の位置を検出
する第２センサ部２３３と、センサ基板２３１を下方から支持する基板カバー２３４と、
センサ基板２３１を保持する基板ホルダ２３５を備えている。そして、基板ホルダ２３５
と基板カバー２３４によってセンサ基板２３１を上下から挟み付けるようにして、当該セ
ンサ基板２３１を保持している。第１センサ部２３２および第２センサ部２３３は、例え
ば磁気センサや光センサによって構成されている。
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【００３５】
　第１センサ部２３２および第２センサ部２３３は、断面コ字形に形成されており、互い
に背面がセンサ基板２３１の一方の面および他方の面に固定されている。また、第１セン
サ部２３２と第２センサ部２３３とはその開口部が外側に向くようにして、センサ基板２
３１の下端部に設けられている。
【００３６】
　基板ホルダ２３５の上面には矩形枠状の突出部２３５ａが形成されている。そして、基
板ホルダ２３５は、図６に示すように、突出部２３５ａを、前記取付フレーム２０１に形
成された取付孔２０１ｈに下方から嵌め込むとともに、取付フレーム２０１から基板ホル
ダ２３５にねじをねじ込むことによって、取付フレーム２０１に固定されている。
【００３７】
　また、第１可動役物２０５の上端部のホルダ２１０には、図６および図７に示すように
、第１センサ部２３２に向けて突出する矩形板状の突出片２１０ａが形成されており、こ
の突出片２１０ａが断面コ字形の第１センサ部２３２の凹部に挿入可能となっている。
　すなわち、第１可動役物２０５，２０５が左右に最も開いた状態における第１可動役物
２０５の位置が原点位置となっており、この原点位置に第１可動役物２０５が位置してい
る場合に、前記突出片２１０ａが第１センサ部２３２の凹部に挿入された状態となり、こ
の突出片２１０ａを第１センサ部２３２によって検出できるようになっている。
　また、第１可動役物２０５が中央側に移動するに伴い、突出片２１０ａが第１センサ部
２３２の凹部から側方に外れて行き、第１可動役物２０５が所定距離だけ移動することで
、突出片２１０ａが第１センサ部２３２の凹部から完全に外れた状態となる。
　したがって、突出片２１０ａを第１センサ部２３２が検出した位置を原点として、前記
ステッピングモータ２１８を所定ステップだけ回転させることで、第１可動役物２０５の
移動距離ないし位置を制御できるようになっている。
【００３８】
　また、第２可動役物２０６を構成する可動役物２０６Ｂの上端部のホルダ２１１には、
上述したように、第２センサ部２３３に向けて突出する突出片２１１ａが形成されている
。この突出片２１１ａは可動役物２０６Ａに形成されたスリット２１１ｂ（図５参照）を
貫通して、第２センサ部２３３に向けて突出しており、この突出片２１１ａが断面コ字形
の第２センサ部２３３の凹部に挿入可能となっている。
　すなわち、第２可動役物２０６，２０６が左右に最も開いた状態における第２可動役物
２０６の位置が原点位置となっており、この原点位置に第２可動役物２０６が位置してい
る場合に、前記突出片２１１ａが第２センサ部２３３の凹部に挿入された状態となり、こ
の突出片２１１ａを第２センサ部２３３によって検出できるようになっている。
　また、第２可動役物２０６が中央側に移動するに伴い、突出片２１１ａが第２センサ部
２３３の凹部から側方に外れて行き、第２可動役物２０６が所定距離だけ移動することで
、突出片２１１ａが第２センサ部２３３の凹部から完全に外れた状態となる。
　したがって、突出片２１１ａを第２センサ部２３３が検出した位置を原点として、前記
ステッピングモータ２２３を所定ステップだけ回転させることで、第２可動役物２０６の
移動距離ないし位置を制御できるようになっている。
【００３９】
　また、図５に示すように、前記検出部２３０より内側には、他の検出部２４０が設けら
れている。この検出部２４０は、検出部２３０とほぼ同様の構造をなし、同様の方法によ
って取付フレーム２０１に固定されている。しかし、検出部２４０には、検出部２３０が
有する第１センサ部２３２を備えておらず、第２センサ部２３３しか備えていない。この
ため、検出部２４０では、第２可動役物２０６の位置を原点以外でも検出可能となってい
る。
【００４０】
　すなわち、第２可動役物２０６，２０６が中央側に向けて所定距離移動した場合におけ
る第２可動役物２０６の位置を途中位置とすると、この途中位置に第２可動役物２０６が
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位置している場合に、前記突出片２１１ａが第２センサ部２３３の凹部に挿入された状態
となり、この突出片２１１ａを第２センサ部２３３によって検出できるようになっている
。
　また、この途中位置から第２可動役物２０６がさらに中央側に向けて移動するに伴い、
突出片２１１ａが第２センサ部２３３の凹部から側方に外れて行き、第２可動役物２０６
が所定距離だけ移動することで、突出片２１１ａが第１センサ部２３３の凹部から完全に
外れた状態となる。
　したがって、突出片２１１ａを第２センサ部２３３が検出した位置を途中位置として、
前記ステッピングモータ２２３を所定ステップだけ回転させることで、第２可動役物２０
６の移動距離ないし位置を制御できるようになっている。
【００４１】
　また、図６および図７に示すように、第２可動役物２０６を構成する可動役物２０６Ａ
，２０６Ｂの下端部には、スライダ２４０ａ，２４０ｂが取り付けられている。また、第
１可動役物２０５の下端部には、第２可動役物２０６側に向けて斜め下方に延出する延出
部２４１が設けられている。この延出部２４１はその先端部にスライダ２４１ａを有して
いる。
　一方、前記ガイドレール５５は３つの平行なガイド溝５５ａを有しており、これらガイ
ド溝５５ａにそれぞれスライダ２４０ａ，２４０ｂ，２４１ａがガイド溝５５ａの長手方
向にスライド自在に挿入されている。このようにして、第１可動役物２０５および第２可
動役物２０６の下端部はガイドレール５５によって、スライド自在に支持されている。
　したがって、第１可動役物２０５はステッピングモータ２１８によってベルト２１５を
介して左右に移動し、第２可動役物２０６はステッピングモータ２２３によってベルト２
２０を介して左右に移動するが、その際ガイドレール５５によって移動可能に支持されて
いる。
【００４２】
　本実施の形態によれば、第１可動役物２０５と第２可動役物２０６との間に、これら第
１可動役物２０５と第２可動役物２０６の双方の位置を検出可能な検出部２３０が設けら
れているので、前後の可動役物検出用の検出部をそれぞれ設ける場合に比して、前後の可
動役物２０５，２０６間の距離を広くとる必要がない。また、第１可動役物２０５の下端
部に、第２可動役物２０６側に向けて延出し、ガイドレール５５に移動可能に支持される
延出部２４１が設けられているので、第１可動役物２０５と第２可動役物２０６との間の
距離分の幅を有するガイドレールが必要ない。このため、延出部２４１が設けられていな
い第１可動役物２０５の下端部と第２可動役物２０６の下端部を支持するためのガイドレ
ールに比してガイドレール５５の幅を広くとる必要がない。
　したがって、前後に可動役物２０５，２０６を設けるとともにそれらを移動可能に支持
するガイドレール５５を設けた場合に、それらを設置するためのスペースを容易に確保で
きる。
【００４３】
　また、検出部２３０は、センサ基板２３１と、このセンサ基板２３１の一方の面に設け
られて、第１可動役物２０５の位置を検出する第１センサ部２３２と、センサ基板２３１
の他方の面に設けられて、第２可動役物２０６の位置を検出する第２センサ部２３３とを
備えているので、センサ基板とセンサ部とからなる検出部を２枚使用する場合に比して、
検出部２３０を薄く構成できるとともに、２枚の検出部間の隙間も必要ない。したがって
、前後の可動役物２０５，２０６間の距離をさらに狭めることができるとともに、ガイド
レール５５の幅もさらに狭くすることができるので、前後に可動役物２０５，２０６を設
けるとともにそれらを移動可能に支持するガイドレール５５を設ける場合のスペースの確
保がさらに容易となる。
【００４４】
　なお、本実施の形態では、第１可動役物２０５と第２可動役物２０６との２つの可動役
物を備える場合を例にとって説明したが、本発明は３つ以上の可動役物を備えた場合にも
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適用できる。この場合、互いに前後に隣り合う可動役物のうち、前側の可動役物を第１可
動役物、後側の可動役物を第２可動役物とすればよい。
　また、本実施の形態では、第１可動役物２０５に延出部２４１を設け、この延出部２４
１を第２可動役物２０６の直下に設けられたガイドレール５５によって移動可能に支持す
るようにしたが、これとは逆に第１可動役物２０５の直下にガイドレール５５を設けると
ともに、第２可動役物２０６に延出部を設け、この延出部をガイドレール５５によって移
動可能に支持するようにしてもよい。
【００４５】
　さらに、本実施の形態では、左右に移動する第１可動役物２０５および第２可動役物２
０６を例にとって説明したが、本発明では第１移動役物および第２移動役物が移動する方
向は、左右方向に限ることはない。例えば第１可動役物および第２可動役物は上下方向に
移動してもよいし、斜め方向に移動してもよい。要は第１可動役物と第２可動役物とを前
後に配置するとともに、移動方向を前後方向と交差する方向にすればよい。
　また、本実施の形態では、第１可動役物２０５および第２可動役物２０６をそれぞれ左
右一対設ける場合を例にとって説明したが、本発明では第１可動役物および第２可動役物
の個数は任意である。
【００４６】
　また、本実施の形態では、図４に示すように、外枠（キャビネットユニット）３０ｂの
一部は所定の厚さを有する距離調整部３００，３００とされている。すなわち、外枠３０
ｂの下部左右両側には、それぞれ所定の厚さを有する距離調整部３００が外枠３０ｂと一
体的に、かつ内側に突出して設けられている。距離調整部３００は略矩形板状に形成され
ており、当該距離調整部３００には、複数の円柱状の貫通孔３０１が形成されている。本
実施の形態では、右側の距離調整部３００の方が左側の距離調整部３００に比して、多く
の貫通孔３０１を有しているが、貫通孔３０１の個数や配置位置は、後述するＬＥＤ基板
３０２上のＬＥＤ（光源）３０２ａの個数および位置に対応して決定されている。
【００４７】
　各距離調整部３００の裏側には、複数のＬＥＤ（光源）３０２ａが設けられたＬＥＤ基
板３０２が配置されており、このＬＥＤ基板３０２は基板カバー３０３によってＬＥＤ３
０２ａが設けられている側の表面が覆われている。基板カバー３０３には、略円板状の拡
散レンズ３０３ａが一体的に形成されている。拡散レンズ３０３ａはＬＥＤ基板３０２の
ＬＥＤ３０２ａに対向して配置されるとともに、ＬＥＤ基板３０２側を向く面が凸曲面に
よって形成され、反対側が凹曲面によって形成されている。これによって、ＬＥＤ３０２
ａから照射される光は、凸曲面によって集光され凹曲面で拡散されるようになっている。
　また、基板カバー３０３にはその外周縁部に裏側に向けて突出する側壁３０３ｂが形成
されており、この側壁３０３ｂの内側にＬＥＤ基板３０２が嵌め込まれ、爪３０３ｃによ
って固定されている。
【００４８】
　また、基板カバー３０３は距離調整部３００の裏面に当接されて固定されており、これ
によって、ＬＥＤ基板３０２が基板カバー３０３を介して距離調整部３００の裏面に取り
付けられている。この状態において、基板カバー３０３の各拡散レンズ３０３ａは距離調
整部３００の各貫通孔３０１に挿入されている。拡散レンズ３０３ａの先端部の凹曲面は
距離調整部３００の表面から突出していない。
　なお、基板カバー３０３を距離調整部３００の裏面に固定する場合、基板カバー３０３
の取付部３０３ｄに設けられている孔にねじを通し、このねじを距離調整部３００の裏面
に設けられているねじ穴にねじ込むことにより行われる。
【００４９】
　また、距離調整部３００の表面側には、図１０に示すように、インナーレンズ３０５が
設けられている。このインナーレンズ３０５は板状のものであり、距離調整部３００の表
面との間に所定の隙間をおいて設けられている。また、インナーレンズ３０５は拡散機能
を有しており、裏面側は断面鋸歯状に形成されている。
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　また、インナーレンズ３０５は、円板状のレンズ部３０５ａを有しており、このレンズ
部３０５ａの表面は凸曲面によって形成され、裏面は凹曲面によって形成されている。
【００５０】
　また、外枠３０ｂの左右の距離調整部３００，３００の表面には、ランプレンズユニッ
ト（照射対象物）３０６，３０７が設けられている。
　ランプレンズユニット３０６は立体的に形成され、その内部に前記インナーレンズ３０
５が配置されるようになっている。そして、ランプレンズユニット３０６は、インナーレ
ンズ３０５を介してまたは直接的に前記ＬＥＤ３０２ａからの光が照射されることによっ
て、全体的に点灯または点滅するようになっている。このようなランプレンズユニット３
０６は左側の距離調整部３００の表面に当接されねじ止めによって固定されている。
【００５１】
　また、ランプレンズユニット３０６の左側面部には、別のランプレンズユニット（照射
対象物）３０８が設けられている。このランプレンズユニット３０８も立体的に形成され
、前記ＬＥＤ３０２ａからの光が照射されることによって、全体的に点灯または点滅する
ようになっている。このようなランプレンズユニット３０８は左側の距離調整部３００の
表面に、ランプレンズユニット３０６の左側において当接されてねじ止めによって固定さ
れている。
【００５２】
　ランプレンズユニット３０７は、ランプレンズユニット３０６と異なる形状でかつ立体
的に形成され、その内部に前記インナーレンズ３０５が配置されるようになっている。そ
して、ランプレンズユニット３０７は、インナーレンズ３０５を介してまたは直接的に前
記ＬＥＤ３０２ａからの光が照射されることによって、全体的に点灯または点滅するよう
になっている。このようなランプレンズユニット３０７は右側の距離調整部３００の表面
に当接されねじ止めによって固定されている。
【００５３】
　本実施の形態によれば、外枠３０ｂの一部が所定の厚さを有し、ＬＥＤ３０２ａとラン
プレンズユニット（照射対象物）３０６～３０８との間に所定の距離を確保する距離調整
部３００，３００とされ、この距離調整部３００，３００を挟んでランプレンズユニット
（照射対象物）３０６～３０８とＬＥＤ（光源）３０２ａとが配置され、このＬＥＤ３０
２ａを有するＬＥＤ基板３０２が基板カバー３０３を介して距離調整部３００の裏面に取
り付けられているので、従来と異なり別途距離調整部材を設けることなく、３０ｂの一部
である距離調整部３００，３００によってＬＥＤ３０２ａとランプレンズユニット３０６
～３０８との間に所定の距離を確保できる。
　また、距離調整部３００，３００は外枠３０ｂの一部であるため、従来のような別途必
要とされる距離調整部材を配置するためのスペースの無駄を省くことができる。
　さらに、別途距離調整部材が必要でないので、この距離調整部材を設けることに起因す
るランプレンズユニット３０６～３０８の遊技機の前側への出っ張りを防止できる。
【００５４】
　また、距離調整部３００に貫通孔３０１が設けられ、この３０１にＬＥＤ３０２ａから
の光を拡散させる拡散レンズ３０３ａが設けられているので、ＬＥＤ３０２ａからの光を
拡散レンズ３０３ａによって拡散してランプレンズユニット３０６～３０８を照らすこと
ができる。したがって、ランプレンズユニット３０６～３０８を広い範囲で照らすことが
できる。
　さらに、拡散レンズ３０３ａは距離調整部３００の貫通孔３０１に設けられているので
、拡散レンズ３０３ａを容易かつ確実に保持できるとともに、拡散レンズ３０３ａが距離
調整部３００の表面側に出っ張ることもないので、この拡散レンズ３０３ａを設けること
に起因するランプレンズユニット３０６～３０８の遊技機の前側への出っ張りを防止でき
る。
　加えて、距離調整部３００の表面側に拡散機能を有するインナーレンズ３０５が設けら
れているので、ランプレンズユニット３０６～３０８をさらに広い範囲で明るく照らすこ
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【００５５】
　なお、本実施の形態では、ＬＥＤ基板３０２を基板カバー３０３を介して距離調整部３
００の裏面に設けたが、基板カバー３０３を介することなく、直接ＬＥＤ基板３０２を距
離調整部３００の裏面に設けてもよい。この場合、ＬＥＤ基板３０２のＬＥＤ３０２ａを
距離調整部３００の貫通孔３０１に配置することによって、ＬＥＤ３０２ａを保護するこ
とができる。
　また、本実施の形態では、距離調整部３００の表面側にインナーレンズ３０５を設けた
が、このインナーレンズ３０５は必要に応じて設ければよく、ランプレンズユニット３０
６～３０８の点灯時の明るさが十分であれば、省略してもよい。
　さらに、本実施の形態では、光源をＬＥＤ３０２ｅとし、照射対象物をランプレンズユ
ニット３０６～３０８にした場合を例にとって説明したが、本発明では、光源はＬＥＤ以
外の光源であってもよいし、照射対象物はランプレンズユニット以外の他の役物であって
もよい。
【符号の説明】
【００５６】
　５５　ガイドレール（レール部）
　２０５　第１可動役物
　２０６　第２可動役物
　２３０　検出部
　２３１　センサ基板
　２３２　第１センサ部
　２３３　第２センサ部
　２４１　延出部

【図１】 【図２】
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